
(毎月5､ 15､ 25日発行)

大阪府歯科保険医協会
発 行 人　　志岐 　敬
大阪市浪速区幸町1-2-33
電 話(06)6568-7731(代 表)
http://osk-net.org/

●定価･年間10,000円 月1,000円
●1977年5月23日第三種郵便物認可

2/15
2017年第1258号

　

部
分
床
義
歯

に
60
分
以
上
を

要
す
る
時
が
あ

る
。
技
工
所
で

は
石
膏
模
型
を
壊
し
て
重
合

し
た
レ
ジ
ン
の
義
歯
を
取
り

出
す
の
だ
か
ら
、
完
成
し
た

義
歯
が
そ
の
ま
ま
口
に
入
る

訳
が
な
い
。
そ
の
上
、
歯
周

病
の
場
合
、
製
作
期
間
中
に

残
存
歯
が
移
動
も
す
る
。

　

歯
科
医
が
装
着
調
整
に
60

分
も
か
か
っ
て
い
る
と
、
横

で
見
て
い
る
助
手
は
、
内
心

「
こ
り
ゃ
あ
か
ん
。
無
理

や
」
と
思
っ
て
い
る
ら
し

い
。

　

歯
科
医
の
根
気
は
半
端
で

な
い
。
焦
る
こ
と
も
不
安
も

な
く
、
内
心
理
詰
め
で
着
実

に
調
整
し
て
い
る
の
だ
。
最

後
は
患
者
に
「
自
分
で
着
脱

で
き
る
か
や
っ
て
み
て
ご
ら

ん
」
と
試
し
て
も
ら
い
、
納

得
し
て
帰
っ
て
も
ら
う
。

　

歯
科
医
の
根
気
の
良
さ
は

生
来
の
も
の
で
は
な
い
。
誇

り
あ
る
仕
事
と
し
て
長
年
や

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し

か
し
、
仕
事
外
で
は
違
う
。

私
の
趣
味
の
ピ
ア
ノ
も
こ
れ

く
ら
い
根
気
よ
く
や
れ
ば
、

相
当
う
ま
く
な
っ
て
い
る
は

ず
だ
が
、
責
任
も
な
く
、
師

匠
も
い
な
い
我
流
だ
か
ら
、

10
分
も
続
か
な
い
。
難
し
い

フ
レ
ー
ズ
は
す
ぐ
に
諦
め
て

し
ま
う
。　２月５日付で掲載した「ス

トップ患者負担増」連載は紙
面編集の都合で休載しまし
た。第２回は２月25日付に掲
載します。ご了承ください。

おことわり

　
「
28
本
全
て
の
歯
が
む
し
歯
の
生
徒
が
い
る
」
―
―
。

協
会
が
実
施
し
た
学
校
歯
科
治
療
調
査
の
２
０
１
６
年

調
査
（
２
０
１
６
年
11
月
22
日
〜
12
月
１
日
実
施
）
に

寄
せ
ら
れ
た
高
校
生
の
事
例
だ
。
調
査
に
よ
る
推
計
で

は
、
大
阪
府
内
で
２
７
０
０
人
超
の
子
ど
も
た
ち
が
口

腔
崩
壊
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
協

会
は
、
15
日
に
同
調
査
結
果
を
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
し
、

後
日
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
と
懇
談
す
る
。

学
校
歯
科
治
療
調
査

学
校
歯
科
治
療
調
査

学校歯科治療調査の結果（小中高等学校）

①
学校歯科
検診を受け
た子ども数

②
要受診と
診断された
子ども数

②／①
（割合）

③
歯科を
受診した
子ども数

③／②
（割合）

④
口腔崩壊
の子ども
がいた
学校数

④／回答数
（割合）

口腔崩壊
の子ども
数

公立 167,017 54,270 32.5％ 19,741 36.4％ 173 46.5％ 597

私立 31,605 9,865 31.2％ 2,510 25.4％ 16 36.4％ 66

計 198,622 64,135 32.3％ 22,251 34.7％ 189 45.4％ 663

口
腔
崩
壊
の
子
ど
も
２
７
０
０
人
超

口
腔
崩
壊
の
子
ど
も
２
７
０
０
人
超

２
０
１
６
年
分
確
定
申
告
に
あ
た
っ
て

社
会
保
障
拡
充
を
求
め
る

経
税
部
長　

冨
本
昌
之

要
受
診
の
６
割
以
上
が
未
治
療

要
受
診
の
６
割
以
上
が
未
治
療

　

学
校
歯
科
治
療
調
査
は
、

学
校
歯
科
検
診
を
受
け
、
要

受
診
の
診
断
を
受
け
た
子
ど

も
の
受
診
動
向
や
、
口
腔
崩

壊
（
む
し
歯
が
10
本
以
上
あ

　

今
年
も
確
定
申
告
の
時
期

が
近
づ
い
て
き
た
。
歯
科
医

院
の
経
営
に
お
い
て
は
、
ス

タ
ッ
フ
の
確
保
が
重
要
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
優
秀
な

ス
タ
ッ
フ
を
確
保
す
る
た
め

に
会
員
の
先
生
方
は
た
い
へ

ん
な
努
力
を
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
低
い
診
療
報
酬
が

医
院
の
経
営
を
圧
迫
し
、
賃

金
保
障
や
、
設
備
投
資
が
難

し
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

歯
科
医
院
を
魅
力
的
な
職

場
と
す
る
た
め
に
も
診
療
報

酬
の
改
善
が
急
務
で
あ
る
。

し
か
し
、
政
府
は
財
源
論
で

の
み
医
療
を
語
り
、
国
民
の

生
活
を
置
き
去
り
に
社
会
保

障
費
削
減
に
躍
起
に
な
っ
て

い
る
。
２
０
１
７
年
度
予
算

で
は
、
国
民
に
負
担
を
強
い

る
こ
と
で
自
然
増
分
か
ら
１

４
０
０
億
円
が
削
減
さ
れ

た
。
負
担
が
増
え
れ
ば
、
患

者
は
歯
科
医
院
か
ら
遠
の

き
、
経
営
は
ま
す
ま
す
厳
し

い
も
の
と
な
る
。

　

安
倍
首
相
が
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
成
果
を
い
く
ら
ア
ピ
ー

ル
し
て
も
、
経
済
の
好
循
環

な
ど
微
塵
も
感
じ
ら
れ
な

い
。
格
差
と
貧
困
が
広
が

り
、
国
民
の
生
活
は
苦
し
い

ま
ま
で
あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
一
部
の
富

裕
層
と
大
企
業
だ
け
が
恩
恵

を
受
け
る
富
の
一
極
集
中
は

世
界
中
で
問
題
と
な
っ
て
い

る
。

　

所
得
の
再
分
配
機
能
が
弱

ま
り
、
中
間
層
の
生
活
が
苦

し
く
な
り
、
不
満
が
高
ま
る

中
で
、
ア
メ
リ
カ
で
は
自
国

第
一
主
義
の
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
が
誕
生
し
、
イ
ギ
リ
ス
は

Ｅ
Ｕ
離
脱
を
選
択
し
た
。
日

本
で
も
政
治
、
経
済
の
不
満

を
国
外
へ
そ
ら
す
た
め
、
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
行
う
団
体

や
慰
安
婦
問
題
や
尖
閣
諸
島

の
問
題
な
ど
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
を
煽
る
よ
う
な
風
潮
が
生

ま
れ
て
い
る
。
格
差
是
正
が

優
先
課
題
で
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
問
題
が
す
り
替
え
ら

れ
て
い
る
。

　

安
倍
政
権
は
国
民
の
不
安

を
煽
り
、
解
釈
改
憲
に
よ
る

戦
争
す
る
国
づ
く
り
と
軍
事

大
国
化
を
推
し
進
め
、
明
文

改
憲
に
ま
で
手
を
伸
ば
そ
う

と
し
て
い
る
。
国
民
の
安
心

安
全
は
軍
備
増
強
で
は
な

く
、
社
会
保
障
の
拡
充
に
よ

っ
て
な
さ
れ
る
べ
き
だ
。

　

社
会
保
障
が
削
減
さ

れ
る
限
り
、
国
民
は
将

来
へ
の
不
安
か
ら
消
費

を
手
控
え
、
経
済
の
悪

循
環
は
止
ま
ら
ぬ
ま
ま

で
あ
る
。
協
会
で
は
、

社
会
保
障
を
充
実
さ
せ
、
国

民
の
受
療
権
を
守
り
、
医
院

経
営
を
安
定
さ
せ
、
よ
い
医

療
を
国
民
に
提
供
で
き
る
よ

う
に
国
会
請
願
行
動
、
自
治

体
交
渉
、
署
名
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

る
、
歯
の
根
し
か
残
っ
て
い

な
い
よ
う
な
未
処
置
歯
が
何

本
も
あ
る
な
ど
、
咀
嚼
が
困

難
な
状
態
）
の
実
態
、
口
腔

崩
壊
を
起
こ
し
て
い
る
子
ど

も
の
生
活
背
景
を
つ
か
む
目

的
で
実
施
し
た
。

　

対
象
は
、
大
阪
府
内
の
公

・
私
立
小
中
高
等
学
校
１
７

５
４
校
。
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

（
Ａ
４
版
１
枚
）
を
郵
送
で

送
付
し
、
各
校
の
養
護
教
諭

か
ら
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
郵
送
で
回

答
を
得
た
。
回
答
率
は
、
23

・
７
％
と
な
っ
て
い
る
。

３
人
に
一
人
し
か

受
診
せ
ず

　

府
内
の
小
中
高
等
学
校
で

２
０
１
５
年
度
に
「
学
校
歯

科
検
診
を
受
け
た
児
童
数
」

と
、
そ
の
う
ち
「
要
受
診
と

診
断
さ
れ
た
児
童
数
」、
要

受
診
の
う
ち
で
「
歯
科
を
受

診
し
た
児
童
数
」
を
尋
ね
た

（
表
）。

　

回
答
が
あ
っ
た
４
１
６
校

（
小
学
校
２
２
３
校
、
中
学

校
１
２
９
校
、
高
等
学
校
64

校
）
で
学
校
歯
科
検
診
を
受

け
た
子
ど
も
た
ち
は
、
19
万

８
６
２
２
人
。
そ
の
内
、
32

・
３
％
に
当
た
る
６
万
４
１

３
５
人
が
歯
科
医
療
機
関
の

受
診
が
必
要
と
診
断
さ
れ

た
。
し
か
し
、
こ
の
中
で
歯

科
医
療
機
関
を
受
診
し
た
の

は
、
わ
ず
か
34
・
７
％
の
２

万
２
２
５
１
人
だ
っ
た
。
未

受
診
は
、
実
に
65
・
３
％
に

の
ぼ
る
。

口
腔
崩
壊
45
・
４
％

が
「
い
た
」

　

「
２
０
１
６
年
の
学
校
歯

科
検
診
で
、
口
腔
内
が
崩
壊

状
態
（
む
し
歯
が
10
本
以
上

あ
る
、
歯
の
根
し
か
残
っ
て

い
な
い
よ
う
な
未
処
置
歯
が

何
本
も
あ
る
な
ど
、
咀
嚼
が

困
難
な
状
態
）
と
見
ら
れ
る

児
童
が
い
ま
し
た
か
」
と
の

問
い
に
45
・
４
％
の
学
校
が

「
い
た
」
と
回
答
し
た
。

　

口
腔
崩
壊
児
童
・
生
徒
数

　

臨
床
・
学
術
部
は
１
月
22

日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
、「
歯

科
臨
床
に
役
立
つ
口
腔
解
剖

の
知
識
〜
義
歯
・
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
・
小
手
術
を
中
心
に

〜
」
を
開
催
。
講
師
に
北
村

清
一
郎
氏
（
森
之
宮
医
療
大

学
保
健
医
療
学
部
理
学
療
法

学
科
教
授
）
を
む
か
え
１
０

５
人
が
参
加
し
た
。

　

総
義
歯
臨
床
で
は
、
安
定

し
た
よ
く
咬
め
る
総
義
歯
製

作
の
た
め
に
は
「
口
腔
粘
膜

の
体
表
構
造
の
み
な
ら
ず
粘

膜
直
下
の
解
剖
構
造
を
熟
知

し
て
お
く
こ
と
が
不
可
欠
」

と
強
調
。
口
唇
と
頬
、
上
・

下
顎
の
前
庭
円
蓋
と
歯
槽

部
、
お
よ
び
硬
口
蓋
の
各
粘

膜
下
の
構
造
に
つ
い
て
解
説

さ
れ
た
。

　

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
臨
床
で

は
、
粘
膜
や
骨
膜
の
剥
離
す

る
際
の
注
意
点
や
危
険
域
な

ど
、
安
全
な
植
立
手
技
の
エ

ビ
デ
ン
ス
に
つ
い
て
上
・
下

顎
骨
や
そ
の
周
辺
の
解
剖
構

造
か
ら
解
説
。

　

小
手
術
で
は
、

下
顎
底
の
諸
構
造

を
外
科
的
に
損
傷

し
な
い
た
め
の
留

意
点
を
、
口
腔
底

の
解
剖
構
造
か
ら

解
説
さ
れ
た
。

（
城
東
区
・

 

玉
川
明
弘
）

は
「
い
た
」
と
の
回
答
が
あ

っ
た
１
８
９
校
で
、
合
わ
せ

て
６
６
３
人
に
上
っ
た
。
推

計
す
る
と
、
府
内
で
２
７
０

０
人
以
上
の
子
ど
も
が
口
腔

崩
壊
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。

１ 　月　 度
生涯研修講座

口
腔
解
剖
の
知
識
が
重
要

北
村
氏 

臨
床
で
の
応
用
を
解
説

３
〜
６
面
に
確
定
申
告
特
集
／「
青
色
申
告
決
算
書
付
表
」の
記
載
方
法
、「
個
人
所
得
税
の
主
な
改
正
事
項
」な
ど

談話

請願署名にご協力を

　協会は、医療・介護の負担増
の中止を求める請願署名（２月
５日付同封）に取り組んでい
る。追加が必要な場合は、協会
（06-6568-7731）まで。

粘
膜
下
の
解
剖
構
造
を
解
説
す
る
北
村
氏

＝
１
月
22
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　
　
　


